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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　２月　２日　(月)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者佐々木　健之　　　記録者 山地　孝志
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・平成２０年度看護グループ事業　教育担当より

平成２０年度は、全スタッフをグループに分け年間計画を立て研修を実施してきました。しかし、参加率が非常に低く、次年度に向け計画を建て直したいと思います。そこで、実際に研修に参加している皆さんに、現状を認識してもらい、意見を集め反映していきたいと思いますので、アンケートにご協力お願いします。
　アンケートは記名式とし、必ず全員提出して下さい。アンケートの集計結果は後日各管理者を通し、皆さんにお知らせするとの事です。

2/10までにアンケート用紙へ記入後、病棟教育担当スタッフの福士CWが用意した専用封筒に入れ名前のチェックをお願いします。 

・入浴業務担当より

　入浴チェック表に、皮膚科軟膏処置部位を付け加えています。入浴時に部位の観察を行い、入浴を実施して下さい。処置部位以外の発赤や悪化等が見られた際には随時報告し、スタッフ間での情報共有、皮膚科受診へ繋げていきましょう。

　

・受け持ち患者様の転倒・転落評価2/10までとなっています。忘れずに評価し、担当スタッフ（福士CW）へ提出して下さい。

※なお、年度末へ向けて、提出書類が増えてきます。提出期限を確認し、計画的に作成していきましょう。
＜週間連絡＞

２月２日（月）法人研修１７：３０～　場所：青南病院　４階　メモリアルホール
　　　　　　　　内容：「ＫＹ（危険予知）の意識を高めよう」
　　　　　　　　講師：佐々木ＪＧＭ　
３日（火）リネン交換　法人研修２日目　

４日（水）皮膚科診察　南病棟診察後、東病棟診察　

６日（金）・肥満プログラム実施、１階患者様体重・腹囲測定

　　　　　　五十嵐　タイ様１３：００退院　乳がん治療・手術の為日赤病院へ入院（１泊入院）

７日（土）五十嵐　タイ様日赤病院１１：００退院後　当院再入院予定　

＜患者様連絡事項＞
・市橋　ひで様～２月３日（火）１４：００より頭部CT、胸部レントゲンの検査
　実施予定です。検査時多動となり、じっとする事不可能です。言語による指示も不可能である為、スローハイム（睡眠剤）１T
／１×１　臨時処方となっています。明日１３：３０頃忘れずに服薬させて下さい。

＜午前中の豆まき大会について＞

　午前中はABユニット患者様を対象に実施しました。事故無く終了しています。患者様間のトラブルは無く、ゲームでは、普段積極性を見せない患者様が張り切って行っている場面が見られていました。午後はCDユニット患者様へ実施します。事故の無いよう進行していきましょう。　　　　　　　
＜１階入浴患者様評価・検討＞
入浴拒否の強い患者様の誘導方法について話しあっています。
松田　信夫様

入浴促すも妄想発言あり、「松田病院で入るから」「松田病院が迎えにくるから」等聞かれ拒否、易怒性見られます。

　その為、入浴担当及び受け持ち患者様担当スタッフで話し合い、「入浴券」「送迎券」というものを作成し、誘導の声掛け「松田病院から送られてきました」と話し、見せ、誘導してみました。実施日初回（１月３０日は）誘導もスムーズに行う事でき、拒否、易怒性なく入浴されました。今後も入浴券等を使い、誘導を促してみて下さい。なお、入浴介助についたスタッフは入浴状況をカルテに記載して下さい。入浴行動の習慣化が出てくれば、自ら浴室前で待つという行動も出てくると思います。行動プロセスも視野に入れ、入浴介助にあたってみて下さい。

晴山　長司様

食事以外はほとんどの時間を居室で過ごされています。午前の入浴で声掛けし、拒否が強いようであれば、午後にもう一度声掛けして下さい。

声掛け時、ベッドに臥床していると拒否され、興奮する事もあります。その為、起きている時間や表情を見て、声を掛けに行きます。雑談から始め、機嫌を良くします。

しばらく入浴していないということを伝え「そろそろ入ってみませんか、気持ちいいですよ、私が背中流しますから」と声掛けする。おっくうそうであれば、「是非今日入ってもらいたいです。」と話してみます。

入ると約束してからすぐに移動しないと、易度的となる事がありますので、事前に準備して誘導しましょう。入浴すると長湯なので、その際は「これから女性の入浴となるので上がって下さい。あと○○分。」と告げたり、スタッフ2、3人で対応すると良いです。　

上田　正男様

気分変動が激しい方なので、最初からスタッフが急かしている様子を見せ、声掛けすると怒って拒否してしまいます。最初は笑顔の声掛けでゆったりとした気持ちで声掛けしましょう。

七戸　キミ様

　入浴の声掛けに関して、「めまいがしてもう無理です。入りません」と拒否する事が多いです。実際は、バイタルサインの異常はない時が多いので、直前にバイタル測定をして入浴を促してみて下さい。

　又、「入浴したらお茶飲みますか？」と気分転換を図る声掛けをすると機嫌良く入浴される事があります。
※以上の点を把握し、入浴時の声掛けを工夫し、快適に入浴して頂きましょう。

　また、他に方法がある場合は、カンファレンスで検討していきますので、入浴担当スタッフへ報告をお願いします。







